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題名 ：ジェンダー・フリー教育の授業分析一 総合的な学習の時間における取り組み一

氏名：○藤井芳枝 （鳴門教育大、院）

目的：ジェンダー・フリー教育を総合的な学習の時間に行うためのカリキュラムを試案し、

単元開発と授業実践を行った。授業 のねらいは1 ） 性別による二分法が生活の中でルール化さ

れていること、2 ） このルールは社会的 ・文化的につくられたものであること、3 ）このルー

ルは変更・交替・修正が可能であることに気付くことである。この授業分析を通してジェンダー

・フリー教育の指導方法、成果及び意義について探る。

方法：島根県浜田市の小学校３年生を対象に、「どうしてわけるの？」と題した授業を行った

（全８時間×２クラス、2000 年 ６ 月２週間）。全授業はビデオ録画し、それらをすべて文字化し

た。教師の発問、児童の発言や行動、学習に用いたワークシートを「色の選択に関すること」、

「女男で分けられているものに関すること」、「少年『サ男』の発言や行動」に着目し分析した。

結果：大部分の子どもたちは性別に基づく二分法を理解していた。またこの二分法に疑問を

持たず、自分の行動や発言に結びつける考え方と、二分法を身につけることよりも自分の主体

的な選択や好みを重視し、発言や行動に結びつけたりしない考え方があった。前者は選択の理

由を述べる際に「男だから・女だから」などの表現を用い、後者は「自分が」と主体を明確に

した表現を用いた。後者は「自分らしさ」を重視する考え方につながっていく。な ど。以上か

ら、ジェンダー・フリー教育を「総合的な学習の時間」のカリキュラムに組み込み、計画的か

つ継続的に教育する意義を述べる。
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日本 的し切 ち教育 のため の教材開発 一 小学 校高学 年向け教材 －

○ 吹山 八 重子　 得丸 定子( 上越教育大 匙 舌･健康)

【目的 】子どもたち の心 の荒廃が懸 念されている現在、学校教育 における死を含 む“い のち教

育 ”の必 要性 が高まってきている。しかし、現 時点における“いのち教育”の実 践に関しては 、

カリキュラム の検討はもとより、授業教材 の不備が課 題として挙げられる。さらに、より日本人

の 感性に合っだ い のち教育 ”の 展開が 課題であると考えられる。本 研究でぱ 日本的い のち

教育”に用いる授業教材を開発し、その有効性を検討することを目的とした。

【方法 】市販の パソコンソフトを用いて、教材を制作した。さらに、その有 効性や改 善点を知る

ため に、新潟 県内の小学校２校を対象に授業実践を行った。

【結果】本教材は 、子どもがより興味を示すと考えられる｢ドラえもん｣を登場させたこと、パソコ

ンを用いた 教材であること、家庭科をはじめ様々な教科で展開可能な教材であること、日本人

の感性に合った教材を目指したことが 特徴である。内容は 、｢死の概 念｣に絞った。本教材を用

いた授業実 践では 、児童が大 変興味を持って視聴し、自分なりに様々な｢ 死｣ について考える

きっか けになったと捉えられた。一方 、本教材の使用語句が 、多少難解な箇所があったことと、

より日本人の感牲 に合った教材作りへ の創意･ 工央が 今後の課題として挙げられた。
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